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中

村

太

木
本
雅
康
さ
ん
の
急
逝
を
悼
む

本
年
（
二

0
一
八
年
）
一
月
一
一
四
日
、
本
会
会
貝
で
長
崎
外
国
語
大

学
教
授
の
木
本
雅
康
さ
ん
が
永
眠
さ
れ
た
。
享
年
五
四
。
あ
ま
り
に
も

早
す
ぎ
る
逝
去
で
あ
っ
た
。

木
本
雅
康
さ
ん
は
一
九
六
四
年
一
月
四
日
、
富
山
県
魚
津
市
の
生
ま

れ
で
、
一
九
八
二
年
四
月
に
圃
學
院
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
（
ち

な
み
に
我
々
共
通
の
師
で
あ
る
木
下
良
先
生
は
、
翌
一
九
八
三
年
四
月

に
國
學
院
大
学
文
学
部
教
授
に
着
任
さ
れ
て
い
る
）
、
一
九
八
六
年
三

月
に
史
学
科
を
卒
業
し
た
。
と
同
時
に
同
年
四
月
、
閥
學
院
大
学
文
学

部
文
学
科
に
学
士
入
学
し
、
一
九
八
八
年
三
月
卒
業
。
さ
ら
に
、
同
年

四
月
に
園
學
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
課
程
前

期
に
入
学
、
一
九
九

0
年
三
月
に
修
了
、
同
年
四
月
博
士
課
程
後
期
に

進
ん
で
一
九
九
―
―
一
年
三
月
に
単
位
取
得
満
期
退
学
し
て
い
る
。
そ
し
て

一
年
間
の
大
学
院
特
別
研
究
生
を
経
て
、
一
九
九
四
年
四
月
、
長
崎
外

国
語
短
期
大
学
講
師
に
採
用
さ
れ
、
一
九
九
七
年
一

0
月
助
教
授
に
昇

任
。
二

0
0
一
年
四
月
、
同
短
期
大
学
の
四
年
制
大
学
化
に
伴
っ
て
長

追
悼

崎
外
国
語
大
学
助
教
授
に
な
り
、
―

1
0
0
五
年
一

0
月
教
授
に
昇
任
し

こ。t
 こ
の
間
一
貫
し
て
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
、
駅
路
や
伝
路
な
ど
日

本
古
代
の
官
道
と
そ
れ
に
関
連
し
た
官
術
や
条
里
制
と
い
っ
た
地
域
計

画
の
復
原
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
歴
史
地
理
学
会
・
人
文
地
理
学

会
・
国
史
学
会
・
交
通
史
研
究
会
等
で
活
躍
、
条
里
制
・
古
代
都
市
研

究
会
で
は
評
議
員
、
古
代
交
通
研
究
会
で
は
副
会
長
を
務
め
た
。
ま
た
、

兵
庫
県
・
那
須
烏
山
市
・
出
雲
市
・
福
岡
市
・
飯
塚
市
等
か
ら
委
暉
を

受
け
、
自
治
体
史
の
編
纂
・
執
筆
や
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
・
整
備
の

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
日
本
古
代
の
道
路
や
交
通
制
度
に

関
す
る
単
著
と
し
て
、
『
占
代
の
道
路
事
情
』
（
吉
川
弘
文
館
、
―

1
0
0

0
年
）
、
『
遺
跡
か
ら
み
た
古
代
の
駅
家
』
（
山
川
出
版
社
、
―

1
0
0
八

年
）
、
『
古
代
官
道
の
歴
史
地
理
』
（
同
成
社
、
二

0
1
―
年
）
、
『
日
本
古

代
の
駅
路
と
伝
路
』
（
同
成
社
、
―

1
0
一
八
年
）
が
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
木
本
さ
ん
は
、
文
学
畑
で
は
宮
沢
賢
治
の
研
究
者
と

し
て
知
ら
れ
、
ま
た
歴
史
地
理
学
の
一
環
と
し
て
太
陽
信
仰
と
方
位
に

関
す
る
研
究
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
多
方
面
で
そ
の
才
能
を
発
揮
し
た
。

ち
な
み
に
最
初
の
刊
行
論
文
は
、
「
〈
心
象
ス
ケ
ッ
チ
〉
試
論
〈
一
〉
」

（
『
賢
治
研
究
』
四
四
、
一
九
八
七
年
）
で
あ
っ
た
。

木
本
さ
ん
に
関
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
研
t

出
鬼
没
々
ぶ
り

で
あ
ろ
う
。
古
代
史
や
考
古
学
研
究
者
の
み
な
さ
ん
が
、
会
う
人
会
う

人
「
ど
こ
そ
こ
の
遺
跡
に
木
本
さ
ん
が
見
学
し
に
来
て
い
た
」
と
か
、
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「
0
0研
究
会
で
木
本
さ
ん
と
ご
一
緒
し
た
」
と
教
え
て
く
だ
さ
る
の

で
あ
る
。
は
て
は
、
韓
国
の
史
跡
か
ど
こ
か
で
、
「
向
こ
う
か
ら
見
覚
え

が
あ
る
歩
き
方
の
人
が
来
た
と
思
っ
た
ら
、
木
本
さ
ん
だ
っ
た
よ
」
と

い
う
話
し
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
さ
に
「
現
地
に
足
を
運
び
、
事

例
を
こ
っ
こ
っ
と
積
み
上
げ
る
」
と
い
う
鈴
木
靖
民
殿
學
院
大
学
名
誉

教
授
の
評
（
八
月
一
五
日
付
朝
日
新
聞
夕
刊
文
芸
批
評
面
「
歴
史
地
理

学
牽
引
役
を
し
の
ぶ
」
中
の
コ
メ
ン
ト
）
そ
の
ま
ま
の
研
究
者
で
あ

っ
た
。
各
種
の
学
会
や
研
究
会
の
討
論
で
、
全
国
の
類
例
や
留
意
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
紹
介
・
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
含
め
、
そ
の
研
究
姿
勢
は
木
下
先
生
を
初
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

こ。t
 七月
一
日
、
古
代
交
通
研
究
会
と
本
会
の
共
催
で
「
木
本
雅
康
さ
ん

を
偲
ぶ
会
」
が
行
わ
れ
、
第
一
部
で
は
古
代
道
路
研
究
に
関
わ
る
木
本

さ
ん
の
業
績
が
、
第
一
一
部
で
は
献
杯
と
と
も
に
そ
の
人
柄
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
等
が
語
り
合
わ
れ
た
。
前
述
の
新
聞
記
事
は
、
偲
ぶ
会
当
日
の
様
子

を
枕
に
、
木
本
さ
ん
の
業
績
等
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
会
に

は
約
八

0
名
の
方
々
が
参
集
さ
れ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
北
海
道
か

ら
九
州
に
至
る
広
い
地
域
か
ら
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、

所
用
に
よ
り
参
加
で
き
ず
、
お
手
紙
等
を
く
だ
さ
っ
た
の
も
遠
方
の
人

が
多
か
っ
た
。
人
数
だ
け
で
は
な
い
、
そ
の
空
間
的
な
人
脈
の
広
が
り

も
、
木
本
さ
ん
の
人
柄
や
研
究
姿
勢
を
如
実
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

日
本
の
古
代
交
通
・
道
路
研
究
分
野
は
、
三
年
前
の
―

1
0
一
五
年
一

月
に
逝
去
さ
れ
た
木
下
先
生
に
続
い
て
、
有
力
な
牽
引
役
を
相
次
い
で

失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
木
下
先
生
は
、
九
一
ニ
オ
を
目
前
に
亡

く
な
ら
れ
る
少
し
前
ま
で
著
書
を
出
し
続
け
、
そ
の
研
究
成
果
を
纏
め

上
げ
た
う
え
で
自
ら
引
退
を
宣
言
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
私
た
ち
は
、

研
究
面
は
も
と
よ
り
心
情
的
な
面
で
も
、
あ
る
程
度
覚
悟
を
決
め
る
猶

予
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
木
本
さ
ん
の
場
合
は
、
研
究
者
と
し
て
全

盛
期
を
迎
え
た
さ
な
か
の
不
慮
の
病
、
そ
し
て
急
逝
と
い
う
あ
ま
り
に

も
唐
突
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
病
床
で
最
後
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た

『
日
本
古
代
の
駅
路
と
伝
路
』
は
、
没
後
の
刊
行
に
な
っ
た
も
の
の
出
版

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
同
書
の
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
研
究
計
画
も
ま
た
、
ま
だ
ま
だ
有
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
、
こ
の
先
に
挙
げ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
研
究
成
果
を
想
像
し
た

だ
け
で
も
、
ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
無
念
き
わ
ま

り
な
い
「
研
究
の
中
断
」
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。


